
令和８年８月１８日 

 

 

讃岐もち麦ダイシモチを起点とした共感創出型シティプロモーション構築事業 

〜食を紐解き、まちの価値を編む〜（令和８年７月プログラム） 

 

 

事業内容 

本事業は、讃岐もち麦ダイシモチを起点に、地域体験・生産者等との対話・編集・表現を
一体的に組み込んだ実践プロセスを設計し、生活者が地域資源の価値を再解釈し、発信主体
へと転換する「共感創出型シティプロモーションモデル」を構築する。 

主たる担い手として都市圏の若年層である学生を位置付け、大学と連携体験から生まれ
た理解を編集・表現へと接続し、域外へ波及する循環型発信構造を確立する。本事業は単な
る広報施策ではなく、「地域体験×対話×編集×発信」のプロセスを再現可能な仕組みとし
て確立することを最終目標とする。 

本事業を通じて、地域資源を「消費される特産品」から「共感を伴い語られる地域資源」
へと転換し、自治体主導型プロモーションから共創型価値創出モデルへの構造転換を図る。 
 

プロジェクト参画者（掲載は 50 音順） 

・岡山フードサービス株式会社（農絆卓恵） 

・香川県 

・香川大学 

・芝浦工業大学 

・津田塾大学 

・東京農業大学 

・CoCo JAPAN（森トラストグループ地域共創プロジェクト） 

 

 



７月プログラムの概要 

 
実 施 日 ：7 月 29 日（水）〜8 月 1 日（土） 
実 施 場 所 ：香川県善通寺市内各所 
参 加 者 ：大学生等 約 20 名 
主なプログラム：生産者や地域事業者との交流 
  フィールドワークによる地域資源の発掘 
  シェフとのメニューアイデア検討 
  成果発表会の実施 
 
 今回、参加いただきました事業者様・学生様には、善通寺市の農業・歴史・製品を十分
知っていただき、「どのように」伝えることが必要であるかなどを検討していただきまし
た。また、用意していたプログラムだけではなく、学生同士の交流や市内を散策し、多く
の視点を感じていただいた内容を発表際にはアイデアとして組み込まれていました。 
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次回：8 月プログラムの概要 

 
実 施 日 ：8 月 18 日（火）〜8 月 20 日（木） 
実 施 場 所 ：東京都  

・東京ワールドゲート 「トラストシティ カンファレンス 神谷町」 
・江上料理学院  

参 加 者 ：大学生等 約 20 名 
主なプログラム：試作品の作成・再検討 
  ターゲット・コンセプト・伝え方などの検討 
  成果発表会の実施 
 


